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研究成果の概要（和文）： 
女性の妊娠初期から出産後 1年までの SOC(sense of coherence: 首尾一貫感覚)、気分状態、

QOL 得点の推移と、それら得点間の関連を明らかにすることを目的に、妊婦 320 名を対象に縦

断的自記式質問紙調査を実施した（計 6時点）。質問紙には SOC 評価尺度と坂野ら（1994）の気

分調査票、EuroQol を含めた。その結果、対象女性の SOC 得点は妊娠初期から出産後 1年まで、

一般女性のそれと比較して明らかに高く、SOC と気分状態および QOL 得点間には軽度の相関が

認められた。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of study is to clarify the changes that occur in the SOC, emotional state, and 
QOL scores of a woman from pregnancy to the first year after delivery, and the relationship 
amongst these scores. We implemented a self-reported investigation (longitudinal study: 
six time points). The questionnaire included questions pertaining to certain attributes and 
items included in the Japanese version of Euro Qol, Sakano’s emotional state scale, and the 
Japanese version of the SOC scale. The number of subjects was three hundred twenty. The 
average SOC scores were higher for the females during pregnancy and after delivery than 
for the general population of women. There was a significant relationship between the 
three scores.  
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１．研究開始当初の背景 
  健康社会学者であるAntonovsky1-3）が健康
生成論の中でその中核概念として唱えた首
尾一貫感覚、SOC（sense of coherence）は、
社会や目前の対象、現象を把握可能な
(comprehensible)、処理可能な（manageable）、
有意味な（meaningful）ものと捉えられる能
力のことである。その能力が高いほどストレ
ス対処に優れ、健康問題を解決しやすいと報
告されている。健康生成論では、いかなる人
もその健康状態は「健康から健康破綻の連続
体」上のいずれかに位置しており、連続体上
のどこにあっても極側へと移動させる力が
はたらき、それがSOCを代表とした「健康要
因」であるとしている。このモデルの中でSOC
の強さは、「緊張」という表現で置き換えら
れたストレスの処理の成否や、良質の人生体
験の有無によって決定され、そのSOCがまた
次のストレス（緊張）の処理過程に影響する
と想定されている。 
これまでの研究では、SOCが個人の精神的

問題やQOLのみならず、健康関連の行動レベ
ルや、易発病性にも影響を及ぼしていること
が報告されている4-7）。精神的問題について
は、例えば全身性硬化症患者の全般的葛藤が
疾患の罹患期間とSOCに関係していること、
彼らの不安が関節炎による疼痛とSOCに関係
していたことが報告されている8）。また、地
域に住む統合失調症患者のSOCと精神症状と
の関連9）や、大うつ病患者の最初のエピソー
ドからの回復とSOCとの関連10）がそれぞれ調
査されており、精神障害と適応機能、SOCと
の関連が示唆されている。 

なおわれわれは、精神科急性期病棟入院患
者のSOC調査11）、アルコール依存症者のSOC調
査12）、外科的治療を受ける癌患者と循環器疾
患患者のSOC調査13）、妊娠 9－10 か月の女性
（妊娠経過が正常な者）のSOC調査14）を実施
してきた。それらを通じて示唆されたことは、
SOCが必ずしも、変化することのない固定的
特性とはいいきれない可能性があることと、
SOCがそのまま直接的に否定的な心身の状態
に繋がっているわけではないことの 2点であ
った。また、何かしらの共通の条件や体験が、
その集団のSOC水準を高めやすい、ないし低
下させやすいことが示された。特にわれわれ
にとって予想外であったのは、外科的手術を
受ける段階の循環器疾患患者のSOCと、妊娠 9
－10 か月になる正常妊婦のそれが明らかに
一般人口のそれと比較して高値であったこ
とである。 

このように、SOC の評価研究が様々な人々
を対象に国内外で進められる中、低 SOC 得点
群を示唆する調査所見は多いものの、高 SOC
得点群に関する研究は少ない。そこでわれわ
れは、上記先行所見の「妊娠後期の女性の SOC
得点が高い」という結果に基づき、妊娠期の

いつの時点から SOC が上昇し、出産、育児を
通じてそれがどのように変化するのかを明
らかにしたく、本研究に着手するに至った。   
 
２．研究の目的 
女性の妊娠初-中期から妊娠後期、出産後 5

日以内、１か月、4か月、1年時点までの SOC、
気分状態、QOL 得点の各推移および、それら
尺度得点間の関連を明らかにすることを目
的とした。   
 

３．研究の方法 
 総合病院の産科外来および産院、産科クリ
ニック、計 7施設の妊娠初-中期の妊婦を対
象に、研究主旨と方法、倫理的配慮等を記し
た調査協力依頼書と同意書、さらに１回目の
質問紙等一式を、外来受診時と母親学級参加
時に配布した。質問紙には属性等に関する設
問と、SOC評価尺度3)、坂野ら（1994）15）が作
成した気分調査票、QOL評価尺度である
EuroQolの 5 項目法と視覚評価法（VAS）16）を
含めた。なお、その後は妊娠後期、出産後 5
日以内、１か月、4か月、1年の 5時点にて、
同質問紙を対象者宅に郵送して回答を求め
た。 
分析方法は、記述統計を求めた上で、各尺

度得点の縦断的変化を反復測定分散分析に
て検定した。さらに、各尺度得点間の関連を
ピアソンの積率相関係数にて検定した。また、
SOC や気分状態を説明する因子を明らかにす
るために、重回帰分析を行った。なお、各時
点で情緒的体験について尋ねた結果（自由記
載）は、質的帰納的に分析した。 
 

４．研究成果 
対象女性の SOC 得点は妊娠時より、一般女

性のそれと比較して明らかに高く、その後も
向上して出産後 4か月時点ではピークに達し
た。さらに、出産後 1年時点においても依然
高値であった。気分状態は、爽快感以外はす
べて経時的に有意な変化を示した。緊張・興
奮、疲労感、抑うつは全体的に、妊娠初期が
最も強く、その後は軽減していくというパタ
ーンであった。不安は、妊娠初期よりもむし
ろ妊娠後期にて最も高かった。QOL は、出産
直後が最も低く、その後は育児期間の経過と
共に若干向上した。 
次に、SOC と気分状態、QOL 得点間では、

軽度から中程度の相関が認められた。重回帰
分析の結果からは、最も高かった出産後 4か
月時点の SOCを説明する変数として、爽快感、
疲労感、不安、妊娠初期の SOC 得点が認めら
れた。最も高かった妊娠初期の抑うつを説明
する変数としては、出産回数、治療疾患の有
無、同居者の有無が認められ、出産回数の少
ない人ほど、治療している疾患がある人ほど、
また、同居者がいる人ほど抑うつは高かった。 



最後に、最も高かった妊娠後期の不安を説明
する変数としては、同時点の SOC 得点、QOL
得点、母親学級への参加回数が認められ、母
親学級の参加回数が多い人ほど不安は高か
った。 
 次に、全期間を通じて自由記載の形で尋ね
た情緒的体験の結果からは、以下のカテゴリ
群が見出せた。妊娠前-中期には「定期健診
時ごとの緊張」、「（妊娠体験があっても）そ
れぞれ固有の妊娠であることの自覚」、「不安
といらいら（それが胎児に影響するのではと
いう心配）」等、後期では「出産後の心配と
不安」、「一貫していない情報による混乱」等、
出産直後と 1 か月後では、「赤ちゃんに出会
えた感動」、「身体の痛み」等と、「寝不足・
育児の大変さ」、「（それでも）頑張りたい気
持ち」、「サポーターへの感謝」等、4 か月後
では「上の子どもに対する気がかりと負担」、
「家族の絆の自覚」等のカテゴリ群である。
さらに、出産後 1年では「子への愛しさ」、「子
どもの成長と喜び」、「（大変な）子育てを楽
しむ」、「自分自身の成長」、「自分の母親への
思い」、「周囲からの支援の必要性と感謝の気
持ち」、「もう一人欲しい」、「二人目の育児で
新たに知る」等がカテゴリ化された。以上よ
り、妊娠・出産・育児を通じて母親は固有で
多様な体験をするが、共通点として、母親は
いつの時点においてもアンビバレントな心
境にあることと、子どもとの関係性をもって
周囲への観方や関心（価値観）、自身への評
価（自己の発見）を得ていることがうかがわ
れた。母子という二者関係を核として、他者
や周囲との関係性を創造的に展開・発展させ
ている可能性がうかがわれた。 

以上の結果を踏まえた上での、妊産褥婦お
よび育児女性に対するメンタルヘルス向上
にむけた取り組みの重要性が示唆された。 
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